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桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。
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一般質問
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委員会概要
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

◆人口減少問題への早期・具体的な取組
　の推進に関すること
◆災害発生時の緊急トイレ整備に関する
　こと
◆まちづくりと一体となった公共交通の
　再編の実現に関すること

総務委員会

全文はこちらを
CHECK!

　教育民生委員会では、近年、真夏日や猛暑日の増加に伴
い、熱中症による健康被害が懸念される中、子供たちの生
命や健康を守るため、早急に学校施設の暑さ対策を行って
いただく必要があると考え、令和 6 年 9月 3日に
教育民生委員会から市長へ要望書を提出いたし
ました。

学校施設の暑さ対策に関する要望書

◆農福連携に関すること
◆森林環境譲与税に関すること
◆公共施設（市道、上下水道、市営住宅など）
　の維持管理に関すること

経済建設委員会

◆介護サービスに関すること
◆フリースクール・オルタナティブスクールへの
　通学支援制度に関すること
◆子育て支援に関すること

教育民生委員会

教育民生

↑全文はこちら↑全文はこちら

　経済建設委員会は、農林業が本市の重要な産業であると
ともに、農地や山林の適切な維持管理による有害鳥獣被害
防止、治水等の防災効果などの多面的機能を有しているこ
とから、農林業の発展が市民全体の利益に繋がると考え、
農林業が継続的な維持・発展を実現する一助になるよう、
提言書を令和 6 年 9月25日に市長へ提出いたしました。

要 望

監 視

決 算予 算提出

介護のイメージ

おりひめバス

農業のイメージ
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

Special
feature

特
集

　桐生市議会では市民意見を市政に反映
させるため、次年度当初予算に対する要
望書を全議員の総意として市長に提出し
ています。
　要望内容は右記のとおりです。なお、
二次元コードを読み取ると、全文を見る
ことができます。

　総務委員会は、職員のモチベーションをより高め、
地域貢献活動フィールドの更なる拡大にも繋がる新
たな人事体系の早急な構築を図っていくことが、桐
生市の今後の持続可能性自治体への道を
切り開くものであるとし、今後の積極的
な事業展開を要望する提言書を令和 6 年
9 月18日に市長へ提出いたしました。

総 務

人材育成のあり方に関する提言書 農林振興に関する提言書

↑全文はこちら

　経済建設委員会は、農林業が本市の重要な産業であると
ともに、農地や山林の適切な維持管理による有害鳥獣被害
防止、治水等の防災効果などの多面的機能を有しているこ
とから、農林業の発展が市民全体の利益に繋がると考え、
農林業が継続的な維持・発展を実現する一助になるよう、
提言書を令和 6 年 9月25日に市長へ提出いたしました。

経済建設

予算要望書
▶
荒
木
市
長
へ
要
望
書
を
提
出
す
る
正
副
議
長
及
び
各
常
任
委
員
長

提言書・常任委員会からの
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特　
　

集

一
般
質
問

桐生市財政のため、損害賠償請求を

そのほか…「生活保護業務不適切対応」「桐生市狭あい道路整備事業」について質問

消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線

無
会
派

　
　
令
和
6
年
3
月　
日
に
㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ

ル
の
談
合
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
6
月
に
契
約
し
た
「
桐
生
市
消
防
救
急
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
」
事
業
の
建
設
工
事
請

負
契
約
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。
桐
生
市
は
、

２
次
下
請
け
業
者
で
あ
る
㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

に
対
し
て
、
独
占
禁
止
法
第　
条
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
と
考
え
る
が
、
当
局

の
見
解
は
。

損
害
賠
償
請
求
の
考
え
は

問　
　
㈱
富
士
通
ぜ
ネ
ラ
ル
が
行
っ
た
排
除
措
置

命
令
取
消
訴
訟
に
対
し
、
そ
の
上
告
が
棄
却
さ

れ
、
談
合
の
事
実
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
損

害
賠
償
請
求
が
可
能
か
、
関
係
機
関
や
関
係
部

局
と
協
議
を
し
て
い
る
。

損
害
賠
償
請
求
が
可
能
か
協
議
し
て
い
る

答

　 9 月19日（木）・20日（金）の２日間にわたり、16人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

　議長、副議長及び監査委員を務める議員は、
慣例により一般質問は行っておりません。
【議長：人見武男議員（左）、副議長：山之内肇議員（中）、
監査委員：北川久人議員（右）】

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

般一 質 問ここが聞きたい！

議 員 の 案提

※各議員の提案の右上にあるロゴは、SDGs（エス・ディー・ジーズ）の17の目標に関連しています。

各議員の二次元コードを読み込むと、一般質問の映像を見ることができます！

飯
島
　
英
規 

議
員

じ
ま

ひ
で

き

い
し

21

25

25

桐生市役所

市役所前の桜並木

そのほか…「クビアカツヤカミキリの被害木処理について高額予算の付いた部局」「一般家庭ごみ収集」について質問

移
植
・
伐
採
・
植
栽

岡
部
　
純
郎 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

　
　
新
庁
舎
完
成
後
、
現
庁
舎
敷
地
内
と
周
辺

の
樹
木
は
、
ど
の
樹
を
伐
採
し
、
ど
の
樹
を
残

す
の
か
。
記
念
樹
は
ど
う
す
る
の
か
。
現
時
点

で
の
計
画
を
伺
い
た
い
。

現
時
点
で
の
伐
採
等
の
計
画
は

問　
　
低
木
の
植
込
み
は
現
在
地
の
保
存
が
2
箇

所
、
伐
採
が
　
箇
所
を
予
定
し
て
い
る
。
中
高

木
の
樹
木
に
つ
い
て
は
現
在
地
で
の
保
存
が
　

本
、
移
植
が
7
本
、
伐
採
が
　
本
の
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
7
本
の
記
念
樹
に
つ
い
て
は
、
1

本
を
現
在
地
で
保
存
、
5
本
を
庁
舎
敷
地
内
の

（
仮
称
）織
姫
の
杜
遊
歩
道
周
辺
に
移
植
、
1
本

を
旧
織
姫
神
社
敷
地
内
に
移
植
す
る
予
定
。
ま

た
、
桜
並
木
の
う
ち
庁
舎
側
の
桜
は
伐
採
し
、

新
た
に
　
本
を
植
栽
す
る
予
定
で
あ
る
。

移
植
、
伐
採
、
植
栽
と
な
る
樹
木
が
あ
る

答

新庁舎整備に伴う記念樹等の行方は
議 員 の 案提 お

か

べ

お

す
み

35

23

82

10
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新
病
院
建
設

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
桐
生
厚
生
総
合
病
院
の
建
て
替
え
に
伴
い

構
成
市
と
な
る
桐
生
・
み
ど
り
両
市
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
書
は
、
行
政
的
な
面
が
強
調
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
が
、
見
直
す
考
え
は
。 

構
成
市
意
見
書
に
つ
い
て
見
直
す
考
え
は

問　
　
本
意
見
書
は
、
病
院
か
ら
示
さ
れ
た
新
病

院
建
設
基
本
構
想
の
原
案
に
対
し
て
、
必
要
と

思
わ
れ
る
施
策
や
願
い
な
ど
を
両
市
で
協
議
し
、

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
を
基
に
行
政
の
立
場

か
ら
意
見
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
病
院
の
意
向

を
否
定
し
た
り
、
要
望
を
押
し
付
け
る
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
病
院
内
の
建
設
準
備
部
会
に

両
市
職
員
が
参
加
す
る
な
ど
、
関
係
が
深
ま
っ

て
お
り
、
三
者
で
新
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
る

答

両市と病院の三者が納得できる方向に
議 員 の 案提

日本脳炎ワクチン接種勧奨デジタル化
議 員 の 案提

こ

じ
ま

つ
よ
し

　
　「
母
子
モ
」は
子
供
の
誕
生
日
等
を
登
録
す

る
と
予
防
接
種
の
最
適
な
接
種
日
が
自
動
表
示

 

・
通
知
さ
れ
る
も
の
。
接
種
の
機
会
を
逃
す
こ

と
が
少
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

最
適
な
予
防
接
種
日
を
自
動
通
知
す
る

答
　
　
日
本
脳
炎
は
蚊
を
媒
体
と
す
る
感
染
症
で

発
症
し
た
場
合
の
死
亡
率
は　
〜　
％
と
高
く
、

生
存
者
に
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
多
い
が
、
予

防
接
種
で
感
染
が
防
げ
る
数
少
な
い
感
染
症
で

あ
る
。
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
集
団
予
防
を
目

的
と
し
て
お
り
、
低
接
種
率
で
は
予
防
効
果
が

薄
れ
て
し
ま
う
た
め
、
積
極
的
な
接
種
勧
奨
が

必
要
と
考
え
る
。
市
が
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
啓
発

に
使
用
し
て
い
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ「
母
子
モ
」

の
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
の
機
能
は

問

佐
藤
　
光
好 

議
員

政
策
研
究
会

さ

と
う

よ
し

み
つ

渡
辺
　
　
恒 

議
員

わ
た
な
べ

ひ
と
し

　
　
ピ
ー
フ
ァ
ス
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
で
人
体
や
環
境
中
に
長
く
残
る

た
め
永
遠
の
化
学
物
質
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

飲
み
水
ま
で
に
影
響
が
出
て
い
る
ピ
ー
フ
ォ
ア

及
び
ピ
ー
フ
ォ
ス
の
発
が
ん
性
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
研
究
調
査
さ
れ
て
い
る
か
。

発
が
ん
性
の
可
能
性
は
あ
る
の
か

問　
　
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
の
見
解
で
は
、

発
が
ん
性
に
つ
い
て
動
物
試
験
で
み
ら
れ
た
事

象
は
、
ヒ
ト
に
当
て
は
め
ら
れ
る
か
は
判
断
で

き
な
い
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
疫
学
研
究

か
ら
、
ピ
ー
フ
ォ
ア
と
腎
臓
が
ん
、
精
巣
が
ん
、

乳
が
ん
と
の
関
連
は
、
研
究
調
査
結
果
に
一
貫

性
が
な
く
、
証
拠
は
限
定
的
で
あ
る
、
ピ
ー
フ

ォ
ス
と
乳
が
ん
と
の
関
連
は
、
証
拠
不
十
分
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

発
が
ん
性
の
証
拠
は
不
十
分

答

永
遠
の
化
学
物
質

PFASによる人体への影響が心配 
議 員 の 案提

そのほか…「生活保護」「学校給食費無償化」について質問

そのほか…「自治会組織」について質問 

そのほか…「自治会 (町会 )の運営」について質問

20

40

「ピーフォア」と「ピーフォス」とは…ピーファスの中でも代表的な物質。幅広い用途で使用されてきたが、高蓄積性を持つことから、世界的に製造・使用が規制されている。ヒント

桐生厚生総合病院

母子手帳アプリ「母子モ」

予
防
接
種
で
防
げ
る

小
島
　
　
強 

議
員

一
心
会

ピーファス

PFOS・PFOAとは？（環境省）
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広
域
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
建
設
地
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
広
域
化
協
議
会
で
検
討
し
て
い

く
。
本
市
と
し
て
も
、
各
市
町
の
状
況
を
踏
ま

え
る
中
で
本
市
に
建
設
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
勘
案
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

そのほか…「新本庁舎への移転を契機とした公文書管理のあり方とデジタル化」について質問

そのほか…「GunMaaS（群馬版MaaS）を活用した新たな交通体系の構築」について質問

ゴ
ミ
処
理
広
域
化

久
保
田
　
裕
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

く

ぼ

た

い
ち

ゆ
う

　
　
現
在
の
構
成
自
治
体
の
広
域
化
協
議
会
の

中
で
、
本
市
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
建

て
替
え
が
可
能
な
場
所
の
確
保
が
で
き
て
お
り
、

最
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
当
施
設
は
地
元
の
雇
用
、
地
元

還
元
施
設
へ
の
集
客
、
経
済
効
果
な
ど
の
恩
恵

も
あ
る
。
ゴ
ミ
処
理
広
域
化
の
議
論
に
向
け
て

本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

地
元
住
民
の
理
解
が
大
前
提

問通
知
を
受
け
止
め
丁
寧
に
説
明

答

被
害
拡
大

工
藤
　
英
人 

議
員

一
心
会

く

ど
う

ひ
で
ひ
と

　
　
水
道
山
公
園
や
吾
妻
公
園
等
で
ナ
ラ
枯
れ

の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
被
害
が

進
む
と
、
倒
木
の
危
険
性
が
高
ま
り
、
市
民
の

安
全
を
脅
か
す
事
態
に
な
る
。
補
助
金
の
創
設

等
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
当
局
の
見
解
は
。

今
後
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策
は

問　
　
ほ
と
ん
ど
が
私
有
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
が
危
険
な
状
況
を
把
握
し
て
も
、
勝
手
に
伐

採
等
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
山
林
所
有
者
か
ら

相
談
が
あ
れ
ば
、
危
険
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、

林
業
事
業
者
を
紹
介
し
、
現
地
確
認
い
た
だ
く
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
を
利
用

し
た
補
助
事
業
、「
造
林
事
業
間
伐
・
更
新
伐
補

助
金
」
を
新
設
し
、
諸
条
件
は
あ
る
が
、
活
用

で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

山
林
所
有
者
へ
案
内
、
補
助
金
の
活
用
も

答

ナラ枯れ危険！早急な対策を！ 
議 員 の 案提

地元に恩恵がある形での結論を
議 員 の 案提

た
め
池
と
自
然
災
害

丹
羽
　
孝
志 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

に

わ

た
か

し

決壊前に老朽化ため池の対策検討を
議 員 の 案提

そのほか…「渡良瀬川流域の水害対策」「昭和橋」について質問

　
　
「
た
め
池
」
は
、
県
に
よ
る
と
約　
％
が

明
治
以
前
に
築
造
さ
れ
た
老
朽
化
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
一
方
、
近
年
多
発
し
て
い
る
集

中
豪
雨
や
大
規
模
地
震
の
発
生
は
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
、
行
政
は
そ
う
し
た
災
害
の

被
害
軽
減
対
策
を
と
る
と
共
に
、
市
民
の
生
命

 

・
財
産
や
公
共
施
設
等
を
守
る
防
災
・
減
災
対

策
推
進
の
役
割
が
あ
る
。
老
朽
化
し
た
た
め
池

は
自
然
の
猛
威
に
よ
り
決
壊
等
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
受
益
者
不
在
と
な
っ
た

た
め
池
の
今
後
の
対
応
に
関
す
る
見
解
は
。

受
益
者
不
在
た
め
池
の
今
後
の
対
応
は

問　
　
受
益
者
不
在
と
な
り
適
正
管
理
が
で
き
な

い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
廃
止
・
存
続
を
含
め

た
維
持
管
理
方
法
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

廃
止
・
存
続
を
含
め
調
査
研
究
す
る

答

70

桐生市清掃センターごみ焼却施設

岡の池ため池（受益者不在ため池）

ナラ枯れによる被害を受けた樹木



7

定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特　
　

集

申請者の時間的・経済的負担軽減を
議 員 の 案提 う

た
し
ろ

こ
う

じ
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
限
ら
ず
救
済
制

度
に
は
5
種
類
の
給
付
が
あ
り
、
内
容
に
よ
り

異
な
る
が
、
医
療
費
及
び
医
療
手
当
の
申
請
の

場
合
は
、
請
求
書
、
受
診
証
明
書
、
領
収
書
、

接
種
済
証
、
診
療
録
等
と
な
り
、
市
は
受
付
後
、

必
要
な
書
類
が
整
っ
た
時
点
で
健
康
被
害
調
査

委
員
会
を
書
面
に
て
開
催
し
、
各
委
員
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
た
後
、
電
子
デ
ー
タ
化
し
た
全

て
の
申
請
書
類
を
県
に
進
達
し
て
い
る
。

健
康
被
害
調
査
委
員
会
を
開
催

答
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
、
申
請
か

ら
審
査
結
果
が
出
る
ま
で
１
年
半
以
上
か
か
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
書
類
を
揃
え
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
が
受
付
後
、
国

に
申
請
を
提
出
す
る
ま
で
に
担
う
業
務
は
。

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

問

予
防
接
種
被
害
救
済

歌
代
　
公
司 

議
員

無
会
派

要
介
護
認
定
調
査

石
渡    

宏
明 

議
員

一
心
会

い
し

わ
た

ひ
ろ
あ
き

　
　
高
齢
化
に
伴
い
今
後
増
加
の
見
込
ま
れ
る

要
介
護
認
定
調
査
業
務
の
効
率
化
は
、
喫
緊
の

課
題
と
考
え
る
。
現
状
、
調
査
に
ど
れ
だ
け
の

日
数
を
要
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
物
理
的
な
作

業
負
荷
が
効
率
化
を
妨
げ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
早
期
改
善
を
提
案
し
た
い
。

新
た
な
シ
ス
テ
ム
導
入
は

問　
　
現
状
の
調
査
は
、
全
国
平
均
　
.
6
日
、

県
平
均
　
.
7
日
に
対
し
、
桐
生
で
は
　
.
4

日
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
、
調
査
時
間
の
短
縮
な
ど
事
務
作
業
の
効
率

化
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
面
か
ら
も
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
。
先
進
都
市
の
状
況
等
を
速
や

か
に
調
査
し
、
前
向
き
に
導
入
を
検
討
し
た
い
。

前
向
き
に
導
入
を
検
討

答

要介護認定調査の効率化を！
議 員 の 案提

そのほか…「tsukurun KIRYU」について質問

つ
な
が
り
を
持
つ

河
原
井    

始 

議
員

ク
ラ
ブ

か

わ
ら

い

は
じ
め

　
　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
学
校
や
民
間
団
体
の
支

援
を
受
け
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
が
４
割
弱
い

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
児
童

 

・
生
徒
に
対
す
る
当
局
の
対
応
は
。

不
登
校
、
そ
の
対
応
策
は

問　
　
担
任
等
が
、
状
況
把
握
の
た
め
定
期
的
に

家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
を
行
い
、
本
人
や
保
護

者
と
の
関
係
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

本
人
が
心
を
開
い
て
話
せ
る
よ
う
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
て
教
育
相
談
員
等
に
相
談
す
る
こ
と

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
朝
の
会
や
帰

り
の
会
を
配
信
し
、
学
級
の
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
等
該
当
の
児
童
・
生
徒
の
実
態

に
合
わ
せ
た
支
援
を
継
続
し
実
施
し
て
い
る
。

登
校
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
へ

答

直接顔を合わせる時間を増やすこと
議 員 の 案提

そのほか…「水道事業」「教育」について質問

38

38

44

21

そのほか…「教育資料室のあり方」について質問

要介護認定の申請のイメージ

通学する子供のイメージ

予防接種後健康被害救済制度について（厚生労働省）予防接種後健康被害救済制度について（厚生労働省）
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特　
　

集

一
般
質
問

　
　
コ
ロ
ナ
禍
は
繁
忙
部
署
へ
の
併
任
辞
令
な

ど
、
部
署
を
超
え
た
協
力
体
制
を
整
え
た
。
市

長
も
日
頃
か
ら
部
局
を
超
え
た
オ
ー
ル
市
役
所

の
協
力
体
制
に
つ
い
て
話
し
て
お
り
、
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
も
部
署
を
超
え
た
様
々
な
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

そのほか…「新本庁舎への移転を契機とした公文書管理のあり方とデジタル化について」について質問

そのほか…「市長公約である図書館建設計画の構築の進捗状況」について質問

戦
略
的
働
き
方
改
革

園
田
　
基
博 

議
員

一
心
会

そ
の

だ

も
と
ひ
ろ

　
　
他
都
市
で
は
、
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
、
労

働
時
間
の　
％
以
内
で
他
部
署
の
業
務
を
行
え

る
よ
う
な
、
職
員
と
職
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取

組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
ク
ラ
ウ
ド

を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
な
ど
、
若
者
が
働
き

た
く
な
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

部
署
を
超
え
た
業
務
協
力
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
連
携
は

問様
々
な
連
携
の
在
り
方
を
研
究
し
た
い

答

デ
ジ
タ
ル
分
野
促
進

近
藤
　
芽
衣 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

こ
ん
ど
う

め

い

　
　
優
秀
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
、
地
域
全

体
で
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
成
長
促
進
に
も
つ
な
が

る
学
生
向
け
の
「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」
の
開
催
を
提

案
す
る
。
こ
れ
は
県
か
ら
の
支
援
、
地
元
企
業

か
ら
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
の
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
市
と
し
て
の
見
解
は
。

将
来
の
た
め
に
ハ
ッ
カ
ソ
ン
開
催
を
提
案

問　
　
技
術
や
想
像
力
な
ど
の
能
力
向
上
の
一
助

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
技
術
的
な

知
識
が
追
い
つ
け
な
い
と
参
加
者
が
疎
外
感
を

感
じ
て
し
ま
い
本
来
の
目
的
で
あ
る
学
習
や
成

長
の
機
会
の
場
と
し
て
の
機
能
が
し
に
く
く
な

る
面
も
あ
る
。
学
生
向
け
ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
開
催

に
つ
い
て
は
教
育
部
門
や
産
業
部
門
等
と
連
携

し
十
分
な
研
究
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
。 

関
係
機
関
と
研
究
・
検
討
し
て
い
く

答

デジタルに強いまちづくりへの投資を
議 員 の 案提

デジタルで業務効率化と魅力ある職場
議 員 の 案提

学
校
給
食
費
無
償
化

関
口
　
直
久 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

せ
き
ぐ
ち

な
お
ひ
さ

全ての児童・生徒の給食費無償化を
議 員 の 案提

そのほか…「生活保護」「渡良瀬川の安全な水確保」「訪問介護」について質問

　
　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
令

和
7
年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
桐
生
市
議
会
に
お
い
て
も
、
国

や
県
に
対
し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
た

め
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
、
全
会
一

致
で
可
決
し
て
お
り
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
の

無
償
化
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
現

在
の
取
組
状
況
は
。 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

問　
　
給
食
費
無
償
化
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
が
図
れ
る
ほ
か
、
人
口
減
少
対

策
及
び
総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
の
有
効
な
取

組
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
本
市
に
見

合
っ
た
給
食
費
の
無
償
化
事
業
の
制
度
設
計
を
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

制
度
設
計
に
つ
い
て
検
討
中

答

10

「ハッカソン」とは…プログラムの改良を意味するハック（hack）とマラソン（marathon）を組み合わせた造語。ヒント

桐生市役所

学校給食

デジタル人材育成のイメージ
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

道路特定財源制度を復活すべき
議 員 の 案提 ふ

く
し
ま

け
ん
い
ち

　
　
一
般
財
源
化
さ
れ
た
譲
与
税
は
も
と
よ
り
、

各
種
補
助
金
や
有
利
な
起
債
等
を
最
大
限
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、国
や
県
に
は
機
会
を
捉
え
、

適
切
な
財
源
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
。

計
画
的
道
路
整
備
の
財
源
確
保
を

答 　
　
平
成
　
年
に
道
路
特
定
財
源
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
こ
の
財
源
を
道
路
整
備
以
外
の
事
業
に

運
用
で
き
る
一
般
財
源
化
制
度
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
桐
生
市
に
交
付
さ
れ
る
自
動
車
重
量

譲
与
税
、
地
方
道
路
譲
与
税
等
が
減
額
さ
れ
て

い
る
。
道
路
交
通
の
安
全
確
保
と
受
益
者
負
担

の
原
則
を
遵
守
す
る
た
め
に
も
、
一
般
財
源
化

制
度
を
廃
止
し
、
道
路
特
定
財
源
制
度
を
復
活

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

復
活
に
対
す
る
市
の
見
解
は

問

道
路
整
備
の
財
源

福
島
　
賢
一 

議
員

政
策
研
究
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

辻
　    

正
男 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

つ
じ

ま
さ

お
　
　
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
期
間
中
、
東
小
学
校

が
臨
時
駐
車
場
に
な
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
送
迎
用
駐
車
場
と
重
な
っ
て
し
ま
う
。

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
も
、
ま
つ
り
期
間
中
の

臨
時
駐
車
場
と
送
迎
用
駐
車
場
を
別
に
し
、
駐

車
場
係
を
配
置
す
る
案
や
東
小
学
校
の
校
庭
を

開
放
し
、
駐
車
場
係
を
配
置
し
て
臨
時
駐
車
場

に
す
る
案
を
提
案
す
る
が
、
当
局
の
見
解
は
。

ま
つ
り
期
間
中
の
適
切
な
駐
車
場
運
営
を

問　
　
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
の
臨
時
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
主
催
者
で
あ
る
桐
生
八
木
節
ま
つ
り

協
賛
会
で
設
置
を
し
て
い
る
が
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
送
迎
に
支
障
の
な
い
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
も
ら
う
よ
う
に
主
催
者
へ
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

送
迎
に
支
障
の
な
い
よ
う
求
め
て
い
く

答

臨時駐車場と送迎用駐車場の区別を
議 員 の 案提

そのほか…「放課後子どもプラン」について質問

20

　令和５年度桐生市歳入歳出決算、桐生市水道事業
会計決算及び桐生市下水道事業会計決算については、
それぞれ賛成多数で認定されました。
　同決算の認定に当たっては、市長による令和5年
度決算総括、監査委員による監査報告の後、決算特
別委員会（委員19人で構成）を設置し、３日間にわ
たり慎重に審査を行いました。

　令和6年第3回定例会の報告会と
意見交換会を下記のとおり行います。
申し込みなどはございませんので、
直接会場へお越しください。
　多くの皆様のご参加をお願い申し
上げます。

※会場の駐車台数には限りがござい
　ますので、ご来場の際はお車に乗
　り合わせの上お越しください。

決算特別委員会 開催第
　
回
議
会
報
告
会
・

　
　
　
　
意
見
交
換
会
開
催

日時 令和6年11月20日（水）

場所

意見交換会テーマ

相生公民館　講堂

「地域の現状と課題について」

午後6時～午後7時10分（予定）

35

そのほか…「単位制、通信制高校『Ｒ高』」について質問
市役所前の道路市役所前の道路

東小学校駐車場

「道路特定財源制度」とは…道路整備を緊急かつ計画的に行うため、受益者負担・原因者負担の考え方に基づいて自動車利用者に道路整備費（ガソリン税や自動車重量税等）の負担を求める制度。ヒント
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

賛 否 の 公 表

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

議
員
提
出

議案第55号

議案第56号

議案第58号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第69号

諮問第 4 号

諮問第 5 号

議第1号議案

議第2号議案

議第3号議案

財産取得（桐生市新本庁舎事務用チェア（一般職用）について）

桐生市小規模汚水処理場設置条例を廃止する条例案

桐生市立教育研究所設置条例の一部を改正する条例案

令和6年度桐生市一般会計補正予算（第2号）

令和6年度桐生市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

令和6年度桐生市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

地方財政の充実・強化に関する意見書案

学校給食費無償化の早期実現を求める意見書案

学校給食費無償化のための財政支援等を求める意見書案

●出席議員の全員賛成で可決した議案
結　　果議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名

原案可決

同　　意

原案可決

異議ない旨回答
することに決定

定 例 会月9

本会議
会　　　　期  8 月28日～ 9 月20日（24日間）

市長提出議案 17件　※決算議案5件、補正予算3件を含む

議員提出議案 3件

請  願  審  査
　請願7件の審査を行った結果、1件が採択、6件が閉会中の継続審査となりました。

付託委員会 受理番号 件　　　　　　　　　名
◎採択となった請願

第11号総 務 委 員 会 地方財政の充実・強化に関する請願

付託委員会 受理番号 件　　　　　　　　　名
◎継続審査となった請願

第4号

第 6号

第 9号

第 2号

第 8号

第10号

総 務 委 員 会

教育民生委員会

「健康保険証の廃止をしないよう求める意見書」を政府
に送付することを求める請願
日本政府に核兵器禁止条約の批准・署名を求める
意見書採択の請願
「イスラエル政府に対して、直ちに戦闘をやめるよう要
請する」意見書を日本政府に上げることを求める請願
健康保険証をマイナンバーカードに一体化させ保険
証を廃止する事の中止を求める請願
生活保護行政の改善を求める請願

桐生市の小中学校給食費の無償化を求める請願

　
9
月
の
定
例
会
は
、
8
月
　
日
か
ら
9
月
　
日
ま
で
の
　
日
間
開
か
れ
、
市
長
提
出

議
案
　
件
、
議
員
提
出
議
案
3
件
、
請
願
7
件
の
審
議
の
ほ
か
、
　
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

17

28

20

24

16

詳細はこちら

人  事  案  件
　市議会は、次の人事案件3件に同意及び異議ない旨回答することに決定しました。

意　見　書
次の意見書を可決し、内閣総理大臣ほかに送付しました。
「地方財政の充実・強化に関する意見書」
「学校給食費無償化の早期実現を求める意見書」
次の意見書を可決し、群馬県知事に送付しました。
「学校給食費無償化のための財政支援等を求める意見書」

松　本　昭　彦 氏（再任）
高　澤　凖　次 氏（再任）
萩　原　葉　子 氏（新規）

◇教 育 委 員 会 委 員
◇人権擁護委員候補者
◇人権擁護委員候補者

まつ もと あき ひこ

たか ざわ じゅん じ

はぎ わら よう こ
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議
会
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活
動
ほ
か

特
　
　
集

賛 否 の 公 表 ●賛否が分かれた議案
周
　
藤
　
雅
　
彦

河
原
井
　
　
　
始

佐
　
藤
　
光
　
好

福
　
島
　
賢
　
一

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

辻
　
　
　
正
　
男

人
　
見
　
武
　
男

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

久
保
田
　
裕
　
一

北
　
川
　
久
　
人

園
　
田
　
基
　
博

工
　
藤
　
英
　
人

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

石
　
渡
　
宏
　
明

小
　
島
　
　
　
強

議案番号・議案

議　員　氏　名

結　果

○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

原案可決

認　　定

原案可決

認　　定

原案可決

認　　定

桐生市新本庁舎建設工事請負契約の変更に
ついて

桐生市国民健康保険条例の一部を改正する
条例案

桐生市福祉医療費助成条例の一部を改正す
る条例案

令和5年度桐生市歳入歳出決算の認定について

令和5年度桐生市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について

令和5年度桐生市水道事業会計決算の認定
について

令和5年度桐生市下水道事業会計未処分利
益剰余金の処分について

令和5年度桐生市下水道事業会計決算の認
定について

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

議案第57号

議案第59号

議案第60号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

※

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

各常任委員会 慎重に審査しました！
各常任委員会で審査した
主な議案及び主な質疑答
弁をお知らせします。

8/29 総務委員会

9/ 2 教育民生委員会

8/30 経済建設委員会

議案第61号 令和６年度桐生市一般会計補正予算（第2号）
【新型コロナ定期接種ワクチン確保事業】 

　　新型コロナウイルス感染症予防接種委託料の定期接種の予定人数は？

　　全体人数が約４万人であり、内訳として、65歳以上の高齢者の人数が３万８千960人、60歳から
64歳の一定の基礎疾患をお持ちの方が57人となっている。
A

Q

概要

議案第59号 桐生市国民健康保険条例の一部を改正する条例案
国民健康保険法が改正されたことに伴い、被保険者証に関する事務処理に変更が生じるため桐生市国民健康保険条例
から当該事務の規定を削除するもの。

　　資格確認書の有効期限と廃止の時期は決まっているのか。

　　国民健康保険の場合、前年の所得に応じて８月１日に負担割合が変わる可能性があるため、
基本的には７月31日で切り替わる。また、廃止時期についてはまだ国から示されていない状況で
ある。

A

Q

概要

議案第57号 桐生市新本庁舎建設工事請負契約の変更について
新本庁舎建設工事請負契約の締結について、議決事項である契約金額に変更が生じたため議会の議決を求めるもの。

　　今後、再度増額補正は考えられるのか。
　　第２回定例会に補正予算として計上した時に、平均単価が上がる見込みの情報は得ていたため、
すでにその部分も見込んだ額で、補正を行った。今後何が起こるか分からないが、６月の補正後の予
算額で、今後の現本庁舎の解体工事、また、来年予定している外構工事について、予算の範囲内で終
わるものと考えている。

A

Q

マイナ保険証使用イメージ

ワクチン接種のイメージ

建設中の桐生市新本庁舎（R6.10.11現在）
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ご あ い さ つご あ い さ つ
　市民の皆様には、平素より市議会に対しまして、ご理解、ご協
力を賜り、心より感謝を申し上げます。
　さて、第３回定例会は、令和５年度の予算執行状況を審議する
決算議会でありました。正副議長及び監査委員を除く全議員が委
員となる決算特別委員会を設置し、３日間にわたる慎重な審査を
行った結果、一般会計、特別会計及び企業会計それぞれ適正かつ
効率的な執行が確認され、認定されました。
　また、桐生市議会独自の取組として、市議会の総意として令和
 7年度当初予算要望書を市長に提出しました。今後の桐生市の持
続的発展につながるよう市議会として、しっかりと提言させてい
ただきましたので、その反映結果については、来年度予算案の審
議の中でしっかりと議論を深めてまいりたいと思います。
　さらに、三常任委員会では、市政のさらなる発展のため議論を
重ね、市長へ提言書や要望書を提出しました。
　今後も議員一丸となって取り組んでまいりますので、よろしく
お願い申し上げます。

　10月13日（日）、黒保根
町下田沢にある十二山神
社にて、五穀豊穣、家内
・地区の安全を願い前田
原獅子舞が奉納されまし
た。爽やかな秋空のもと、
小学生３人が笛太鼓に合
わせて舞いを踊りました。
　前田原獅子舞は、市指
定重要無形文化財に指定
されています。

前田原獅子舞
　公職選挙法により、議員は次のことを禁止
されています。市民の皆さんのご理解をお願
いします。

◎年賀状などのあいさつ状を出すこと。
　（答礼のための自筆によるものは除きます）
◎寄附をすること。
◎本人が出席しない慶弔に祝儀や香典を出すこと。

議員による寄附や年賀状などは
法律で禁止されています。

スマホのカメラ、
またはアプリを
起動する。

スマホを二次元
コードにかざす。

表示された
読み取り結果
をタップする

1

2

3

二次元コードの読み取り方

次回定例会の
　開催予定は…11月29日（金）からです。
　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部（要旨）を掲載してい
ます。詳しくは、図書館で会議録をご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームページからでもご覧いただけます。

山之内　肇 副議長人 見  武 男 議長

桐生市議会 検索 https://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

YouTube
（ユーチューブ）

X
（旧ツイッター）

Facebook
（フェイスブック）

LINE
（ライン）

■発行／桐生市議会　〒376－8501　群馬県桐生市織姫町1－1
　　　　　　　　　 （0277）46－1111
■編集／桐生市議会事務局
■印刷／太陽印刷工業株式会社

前田原獅子舞の奉納の様子


